
   

祝
祭
日
は
国
旗
「
日
の
丸
」を
揚
げ
ま
し
ょ
う 

 

白
地
に
赤
く 
 

日
の
丸
そ
め
て 

あ
あ
美
し
い 

 

日
本
の
旗
は 

（日
本
の
唱
歌
よ
り
） 

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭 
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明
治
天
皇
御
製 

し
き
し
ま
の 

大
和
心
の
を
を
し
さ
は 

こ
と
あ
る
と
き
ぞ 

あ
ら
は
れ
に
け
る 

 
昭
和
天
皇
御
製 

ふ
り
つ
も
る 

み
雪
に
た
へ
て 

い
ろ
か
へ
ぬ 

松
ぞ
を
を
し
き 

人
も
か
く
あ
れ 

 

         

  
 

去
る
三
月
十
一
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で
発
生
し
た
大

地
震
及
び
大
津
波
は
、
東
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
無
念
に
も
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
被
災
者
の
皆
様
方
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
社
で
は
例
年
四
月
二
十
九
日
の
昭
和
の
日
に
、
亓
穀
豊

穣
を
祈
る
春
祭
、
ま
た
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
を
仰
ぎ
国
家
の

安
泰
を
祈
る
昭
和
祭
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
各
町
内
会
長
を
始
め
神

社
総
代
、
敬
神
婦
人
会
、
各
関
係
者
の
ご
参
列
の
も
と
、
東

日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
を
併
せ
て
執
り
行
い
ま
し
た
。 

春
祭
・
昭
和
祭
の
祝
詞
に
続
き
震
災
復
興
祈
願
の
祝
詞
を

奏
上
、
次
い
で
雅
楽
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
国
家
「
君
が
代
」

を
参
列
者
全
員
で
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
巫
女
に
よ
る
神
楽

「
浦
安
の
舞
」
の
奉
納
に
続
き
、
宮
司
始
め
参
列
者
が
玉
串

拝
礼
を
行
い
復
興
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

～
日
本
人
の
雄
々
し
き
精
神
～ 

 

わ
が
国
日
本
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
度
々
の
地
震
・
津
波

の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
先
人
達
は
そ
の
都
度
立
ち
上
が

り
復
興
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
は
千
年
に

一
度
の
大
災
害
、
ま
た
戦
後
以
来
の
国
難
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
未
曾
有
の
悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
被
災 

        

者
の
方
々
は
礼
節
を
わ
き
ま
え
冷
静
さ
を
保
ち
、
お
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
非
難
生
活
を
送
り
、
復
興
の
道
を
歩
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
静
か
に
し
て
雄
々
し
い
姿
は
世
界
各
国

か
ら
の
称
賛
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
精
神
は
先

人
達
か
ら
受
継
い
だ
、
日
本
人
が
誇
る
こ
と
の
で
き
る
素
晴

ら
し
い
美
徳
で
あ
り
ま
す
。
戦
後
目
覚
し
い
復
興
を
遂
げ
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
た
反
面
、
日
本
人
の
精
神
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
根
底
、

根
っ
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

      

今
回
の
震
災
を
受
け
て
、
日
本
人
一
人
一
人
が
様
々
な
考

え
を
巡
ら
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
家
族
の
絆
や
人
に
対
す

る
思
い
や
り
の
心
、
ま
た
自
然
に
対
し
て
の
畏
敬
の
念
や
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
。
こ
う
云
う
思
い
や
日
本
人

の
精
神
を
常
に
意
識
し
て
更
に
育
み
、
日
本
全
体
で
こ
の
国

難
を
乗
り
越
え
、
力
強
く
復
興
す
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お

れ
ま
せ
ん
。 

     

        

 

                          

一
般
被
災
者
義
捐
金
（
日
本
赤
十
字
社
） 

合
計 

四
十
一
万
六
千
二
百
七
十
三
円 

 

（
亓
万
円
）
奈
加
美
神
社
敬
神
婦
人
会
、
北
岡
忠
澄
、
（
四 

万
円
）
匿
名
一
名
、
（
二
万
円
）
塩
島
悟
、（
一
万
亓
千
円
） 

田
出
信
男
、
（
一
万
三
千
円
）
坂
本
龍
馬
、（
一
万
円
）
伊
藤 

初
代
、
奥
野
増
男
、
小
竹
尚
、
関
五
萬
吉
、
中
川
千
登
勢
、 

野
際
栄
三
、
松
林
竹
千
代
、
吉
本
ミ
チ
子
、
匿
名
一
名
、 

（
亓
千
円
）
大
東
久
夫
、
奥
野
八
重
子
、
貝
野
市
松
、
川
崎 

正
、
小
松
安
夫
、
白
地
龍
雄
、
大
工
隆
治
、
高
橋
光
枝
、 

滝
元
妙
、
竹
蔵
貞
夫
、
西
内
榮
一
、
西
野
光
男
、
野
口
博
、 

濱
野
美
義
、
松
浪
敬
一
、
松
浪
幸
雄
、
松
谷
惣
太
郎
、
安
松 

谷
貞
治
、
山
岡
修
、（
四
千
円
）
日
根
野
谷
寛
孝
、（
三
千
円
） 

長
瀧
義
雄
、
山
崎
し
お
り
、
湊
三
丁
目
匿
名
、
匿
名
一
名
、 

（
二
千
円
）
沖
ユ
リ
子
、
匿
名
一
名
、
（
千
円
）
池
田
、 

奥
野
紫
帆
、
奥
野
涼
凪
、
奥
野
リ
ュ
ウ
ジ
、
片
山
み
ず
き
、 

北
岡
千
弥
、
北
岡
弥
芽
、
北
岡
弥
倭
、
杉
浦
毅
彦
、
津
島
素
、 

長
手
慎
太
郎
、
花
田
正
長
、
松
浪
賢
治
、
渡
辺
嘉
隆
、
匿
名 

六
名
、（
亓
百
円
）
恩
地
恒
佑
、
匿
名
四
名
、
（
二
百
円
）
匿 

名
一
名
、
（
百
円
）
花
田
一
眞
、
匿
名
四
名
、
（
七
十
三
円
） 

匿
名
一
名
、
以
上 

 

神
社
復
興
義
捐
金
（
神
社
本
庁
） 

合
計 

十
八
万
円 

 

（
十
万
円
）
奈
加
美
神
社
総
代
会
、（
亓
万
円
）
奈
加
美
神
社
、 

（
三
万
円
）
奈
加
美
神
社
敬
神
婦
人
会
役
員
一
同
〔
樋
口 

敏
子
、
中
野
み
や
子
、
川
崎
カ
ネ
子
、
関
五
サ
キ
子
、
北
野 

榮
子
、
松
浪
富
子
、
覚
野
利
子
、
坂
口
治
美
、
加
賀
麗
子
、 

奥
野
菅
子
、
北
川
道
子
、
北
岡
里
美
〕
以
上 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

    



 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご祈 祷 のご案 内  

 
 

 

お宮参り・安産祈願・七五三 

厄除け・車のお祓い 

地鎮祭・住宅入居のお祓い 

神道家霊祭等、各種お祓い 

受付致しております 

お電話にてご予約お申込み

下さい 

献
灯(

提
灯)

募
集
の
ご
案
内 

 

亓
月
二
十
二
日
に
神
前
結 

婚
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
婦
は
佐
野
台
の
橋
岡
喜
子 

さ
ん
、
新
郎
は
ア
メ
リ
カ
人
の 

ラ
ン
デ
ィ 

ウ
ァ
リ
ン
ト
ン 

さ
ん
、
関
西
国
際
空
港
の
お
膝 

元
・
泉
佐
野
ら
し
い
国
際
カ
ッ 

プ
ル
で
す
。
新
郎
さ
ん
は
初
め 

て
の
紋
付
袴
に
慣
れ
な
い
様 

子
で
し
た
が
、
ご
神
前
で
は
誓 

詞
を
立
派
に
奏
上
さ
れ
ま
し 

た
。 ご

家
族
を
始
め
多
く
の
友 

人
の
方
々
も
ご
参
列
に
な
り
、 

厳
粛
な
な
か
に
も
、
日
米
の
和 

や
か
な
ム
ー
ド
が
た
だ
よ
い
、 

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
祝
福 

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
奈
加
美 

神
社
で
の
神
前
結
婚
式
を
通 

じ
て
、
日
本
文
化
の
一
端
を
感 

じ
て
頂
け
た
こ
と
か
と
思
い 

ま
す
。
お
二
人
の
末
永
い
ご
多 

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

    

し
と
し
と
降
る
霧
雨
が
よ
く
似
合
い
、
母
性
的
な
た
お
や

か
さ
を
持
つ
紫
陽
花
は
、
梅
雨
の
季
節
を
美
し
く
彩
り
ま
す
。

江
戸
後
期
に
日
本
に
滞
在
し
た
ド
イ
ツ
人
医
師
・
シ
ー
ボ
ル

ト
が
愛
し
た
お
滝
さ
ん
に
因
み
紫
陽
花
を
「
オ
タ
ク
サ
」
と

名
付
け
た
話
が
有
名
で
す
。 

日
本
固
有
種
の
紫
陽
花
（
ヤ
マ
ジ
サ
イ
）
は
、
各
地
の
海

岸
沿
い
や
山
中
に
自
生
し
、
万
葉
の
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
一
七
〇
〇
年
代
後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
、

色
彩
感
覚
豊
か
な
ヨ
ー
ロ 

ッ
パ
人
の
手
に
よ
っ
て
改 

良
さ
れ
、
西
洋
ア
ジ
サ
イ 

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ 

ア
ジ
サ
イ
、
西
洋
ア
ジ
サ 

イ
と
も
に
多
く
の
品
種
が 

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は 

北
米
産
の
ア
ナ
ベ
ル
や
、 

柏
の
葉
に
似
た
葉
で
円
す 

い
型
の
花
を
咲
か
す
柏
葉 

ア
ジ
サ
イ
な
ど
、
変
っ
た 

品
種
も
よ
く
見
か
け
ら
れ 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
種
類
も
挿
し
木
で
簡
単
に
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
丈
夫
な
植
物
で
す
。 

本
殿
横
の
神
苑
に
数
株
植
え
つ
け
て
い
ま
す
。
日
当
た
り

が
強
い
の
で
葉
も
ひ
き
し
ま
り
、
た
お
や
か
さ
に
は
少
し
欠

け
ま
す
が
、
元
気
に
成
長
し
て
い
ま
す
。 

 

～
蓮
の
回
廊
～ 

蓮
の
栽
培
も
年
々
充
実
し
て
ま
い 

り
ま
し
た
。
約
二
十
鉢
程
度
の
大
鉢 

を
参
道
沿
い
に
並
べ
ま
す
。 

六
月
中
旪
か
ら
七
月
下
旪
に
掛
け 

て
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
珍 

し
い
品
種
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
是 

非
お
立
ち
寄
り
ご
覧
下
さ
い
。 

         

    

奈
加
美
神
社
で
は
秋
祭
り
及
び
歳
末
～
小
正
月
に
掛
け

て
道
路
沿
い
に
氏
子
各
位
か
ら
ご
奉
賛
頂
い
て
お
り
ま
す

提
灯
を
掲
げ
、
お
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
二
十
灯
分
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
お
り

ま
す
。
年
二
回
掲
揚
し
、
三
年
間
の
献
灯
料
が
一
万
亓
千
円

と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
祈
願
を
込
め
て
頂
く
献
灯
で
あ
る
と

同
時
に
、
日
常
の
神
社
の
護
持
運
営
に
際
し
て
の
貴
重
な
財

源
で
も
あ
り
ま
す
。
百
周
年
記
念
事
業
で
ご
社
頭
の
面
目
も

一
新
致
し
ま
し
た
が
、
境
内
を
見
渡
せ
ば
ま
だ
ま
だ
整
備
・

修
繕
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
氏
子
皆

様
方
に
は
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
ま
し
て
、
一
灯
で
も
多
く
ご

奉
賛
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

三
年
間
献
灯
初
穂
料 

一
万
五
千
円 

お
問
合
せ
は
奈
加
美
神
社
ま
で 

電
話 

 

四
六
二
―
七
〇
八
〇 

 

鎮
守
の
杜
の
植
物 

―
紫 

陽 

花
（
ア
ジ
サ
イ
）
― 


